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1．　 は じめ に

　筆者 は、1997 年 か ら、ヨ ル ダ ン 南部 の ジ ャ フ ル 盆地 （al−Jafr　basin） で 、ヒ ツ ジ 遊牧 の 起源に関す る遺跡調

査 を続 けて い る。しか し 、こ の 研究 テ
ー

マ に は、遊牧民 が 「遺跡 」 を残 さな い とい う根本 的矛盾 が介在 し て

い る 。 遺跡が確認で きな ければ 、 考古学の 手法 も適用 で きな い e そ こ で 筆者 が着 目 して い る の が 、 彼 らの 墓

で ある。定住集落 を形成 しない 遊牧民 も、墓 だけは造る。 しか も、視認性 の 高い 石積み の 墓 （ケ ル ン 墓） を

造 る。 こ の 墓制 を キーに、彼 らの 動 向を探 る こ と はで きな い だ ろ うか。そ うし た 展望 の 下 、こ れ ま で 十数件

の 墓地遺跡を発掘 して きた。そ の 結果、先土器新石器文化 C か ら前期青銅器時代ま で の 、約 4 千年間に わた

る 墓制変遷 の 大枠を明らか にす る こ とが で きた （藤井 2001，　2003a ，2003b，2004a，2004b，2005 ；F瞬 2002b ，2003，

2004，　2005＞。こ の 墓制変遷 を通 して 、ジ ャ フ ル 盆地に お ける初期遊牧民 の 動向を把握する こ とができる。

　問題 は、こ れ らの 初期遊牧文化 に先行 し、遊牧的適応の 派 生 源とな っ た先 土 器新石 器 文化 B 後期 の 様相 、

特 にそ の 家畜飼養形態である。 こ の 点を明 らか に するた め、2005 年 か ら、同盆地北西部に位置す る小型 の

複合遺跡、ワ デ ィ
・
ア ブ ・ト レ イ ハ （Wadi 　Abu 　Tulayha＞の 発掘調査 を行 っ て い る （藤井 2006，2007a，2007b ；恥 iii

2002a，2005，2006a．2006b ）。こ の 遺跡は礫沙漠 の 中に営まれ た 出先集落であ り、遊牧 （pastoral　 nomadism ）に

先立 っ 移牧 （transhumance ）の存在 を明 らか に し た とい う点 で 、ま た 、移牧拠点 に お ける貯留式灌漑用 ダム

の 存在を明らか に し たとい う点 で、重要で あ る。本稿は 、こ れ まで の 調査結果 を要約 した もの で あ る。

2． 遺跡 の 概要

　 ワ デ ィ
・ア ブ ・トレ イ ハ は 、 ジ ャ フ ル 盆地 の 北西部 に 広 が る平坦 な礫沙漠 （Hamada ） の 中に位置する 、

面積約 1．5ha の 、沙漠 の 中で は 比較的大型 の 遺跡 で あ る 。 周辺 の 自然環境は 、極め て 厳 しい 。年平均 降水量

が 50   に 備 たない極端な覯 域｝こあるた め、少なくとも耀 20−30   の範囲内に は恒常的な水源は見

あた らない 。植生 もワ デ ィ底の 灌木類に 限られ て い る。当然、集落 も皆無 で 、時折、遊牧民 の 姿を見 る の み

で あ る。こ の よ うな過酷な環境下で 一定規模 の 集落址 が確認 され た こ と自体が、大きな驚きであ っ た。

　遺跡は、3 つ の 要素で構成 され て い る （図 1）。第
一

は 、遺跡の 北西隅を占め る PPNB （ニPre−Pottery　Neolithic

B ）の 小 型集落 （約 0．2ha）。第 二 は、こ の 集落 の 上 に 構築 され た
一

対 の 回 廊型 シ ス ト墓 （前 期青銅器 時代）。

第三 は、遺跡南東部に位置する V 字型 の ダ ム 遺構で あ る。2005 年春の第
一

次調査 で は 、遺跡全体の地形測
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図 1．ワデ ィ
・アブ ・トレ イ ハ ： 遺跡地形図 （上） ・土層柱状図 （下）

Fig．1　Wadi 　Abu 　Tulayha：Topographical1　Map （upper ）and 　Site　Stratigraphy（lower）．

一149一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　University

量 と各要素 の 試掘を実施 し た。同年 夏の 第 二 次調査 で は 、PPNB 小型集落の 西半分を発掘 した。また、2006

年春の 第三次調査では ダム遺構 の 発掘を、同年 夏の 第四次調査では集落の 東半分を、それ ぞれ 発掘 した。こ

こ で は ダ ム に 力 点を置い て紹介 し 、 集落 に つ い て は 概 要の み を示す。

3， PPNBの 出先集落

遺跡層位 ：　 1 層 （表土層） は、明灰褐色 の 、締ま りの 弱 い シ ル ト質土壌 （3−5cm 厚）。2 層はやや濃 い 色調

の
、 締 ま りの あ る砂質土壌 （10−20Cln 厚）で 、そ の 上 面 に 前期青銅器時代の 回廊型 シ ス ト墓が 位置 し て い る。

3 層は PPNB 遺構 内 の 覆土で、多様 な姓 質を持 つ （20−100　 cm 厚）。　 PPNB の 集落が位 置 して い るの は、4 層

（赤褐色 の 、やや締ま りの あ る砂質土壌）の 上面 で あ る 。 現地表面下約 20−30cm の 位置で ある 。 なお 、 こ

の 土層の 下約 80400cm に は 石灰岩の岩盤が あ り、半地下式住居 の 床 面 と し て しば し ば利用 され て い る。

集蘯生代 ：　 出土遺物 （特 に ア ム ク 型ポイ ン トが 優勢で あ る こ と）お よ び 遺構形態 （半 地 下式 の 矩形石 造遺

構 の 存在） か ら、PPNB 後期 （b．c．　 ca ．6，SOO−6，000）に 位置 づ け られ る。た だ し、東区の Complex 　I は楕円形

遺構 を中核 に 構成 され て い る の で 、同中期 に ま で 遡 る 可能性 が あ る。な お 、C14 に よ る 年代測定は 現在進行

中である。

集蘯規摸 ： 約 0．25ha 。東西 両区 の 外側 に そ れ ぞ れ数件の 遺構が潜在 し て い る 可能性 があ る が、こ れ を含

めて も約 O．3ha と推定される。ス テ ッ プ の 中の 集落遺跡 と し て はか な り大型で ある。ただ し、これ はす べ て

の 遺構 が同時に居住 され て い た と仮定し た場合の 評価で ある。 こ の 遺跡 の 場合、（大型矩形遺構 1 件 とそ の

周 囲にある小型 円形遺構数件 とで構成され る）一件ない し は少数 の 建築複合体が 東か ら西 へ 順 次廃絶 ・
更新

され て い っ た 可能性が高い。よ っ て 、あ る時点 に お ける集落規模は そ の数分の
一

と考え る べ きで あろ う。

集 、蘯形態 ：　 東西 に細 く延 び る線状 の 集落形態 （図 2，3）。た だ し、西 端 部は 北東 か ら南 西 方 向 に 曲 が る。

こ の 種の線状集落は レ ヴァ ン ト地方南部周 辺 乾燥域の新石 器文化に 固有 の もの で あ り、 本例 もそ の
一

環 と考

え られ る。線状の集落形態 は 、初期遊牧民 の 擬集 落 （擬住居 ケル ン 墓の 横列 連結体） に も継承 された。そ の

意味で 、遊牧文化 の 成立経緯をた どる際の 重要な鍵で あ る 。

遺鑾蠻成 ：　 大型 矩形遺構 1 件 （
一

辺 約 3〔6m ） とその 周 辺 の 小型円形遺構数件 （直径約 2〜4　m ） とで 構成

され る建築複合体が 、 集落 の 基本単位 。
こ の 基本単位 （計 10 件前後） が 東 か ら西 へ 順 次廃絶 ・更新 され、

最終的に線状の 集落が形成 された と想 定 され る。　ただ し、E−ll 区の 竪穴群 は異質で 、　 Complex　I を建造する

ま で の 期間、集落最初の 居住者たちが利用 した仮 の 寝床群ない しは 簡易風除 け遺構群と考え られ る 。

遺橘猛 造 ：　 南〜南東方 向 に 階段 状 または斜 路状 の 入 り 口 を持 つ 、半地下式 の 石積 み建 造物。大型 の ピ ッ ト

を掘 り、そ の 側面 に沿わせ て
一

列 ・数段分の 地 下 壁面を構築 。 地上部分は 2 列。現状で は 1−2 段分 しか 残 っ

て い な い が、周囲の崩落石 の数量 か ら見て本来は数段分の 高さがあ っ た と考 えられ る。 屋 根 の 構 造は不 明で

あ る が 、大型矩形遺構 は 梁 と小 枝 ・粘土な ど に よ る 平屋根 、小 型 円 形遺構 は 小屋掛 け状 の 建物 で あっ た と推

定され る。

盥 生 ：　 非常な乾燥地 に あ り、周囲に 恒常的な水源 が ない こ とか ら、定住は不可能 と考 えられ る。

こ の こ とは 、各遺構 の 入 り 口 が 石 や粘土 で 封鎖 され て い た こ と　（集落を長期 間不在 に す る 間に 動物や砂塵が

入 り込む の を防ぐため の 工 夫）や 、家屋床面 に石 臼類が伏せ 置きされ て い た こ と （同 じく、空 き家にす る際

一150一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　University

A

B

C

D

E

E

12345 678910111213141516

図2．・PPNBの 出先集落 ／Fig．2General 　Plan　of　the　PPNB 　Outpost．
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図3．PPNB出先集落の 全景 （東か ら）／ Fig．　3　General　View 　of　the　PPNB 　Outpost（from　B）．
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の 配慮）、な どか らも裏付けられ る。具体的に は 、ガゼ ル の 当歳個体が多 く含まれ て い た こ とや、冬雨地帯

の 水利環境な どか ら、春か ら初夏に か け て の 居住 と思わ れる。

集蘯 の生業 ：　 出土動物骨 の 分析 （本郷一美、総合研究大学院大学）お よび石器組成 の 分析 に よ り、ガゼ ル

な ど の 野生動 物 が 盛 ん に 狩猟 され て い た こ とが判明 して い る 。 ただ し、家畜サイ ズ の ヤ ギ ・ヒ ツ ジが混在 し

て い る こ とか ら、狩猟の みな らず、牧畜 （こ の 場合、春営地に お ける牧畜なの で移牧）も行われ て い た と考

え られ る。加 えて 、農耕の 可 能性 もあ る。とい うの も、鎌刃 （sickle　blades）や石 臼な ど の 農耕関連遺物が 多

数出土 し て い る か らで あ る。炭化種子
・花粉な どの 分析 （丹野研

一、総合地球環境学研 究所 ； 那須浩郎 、総

合研 究大学院大学） で も、そ の 可能性 が 示唆 され て い る。よ っ て
、

こ の 出先集落 で は 、
1）ガ ゼ ル を中心 と

した狩猟、2）ヤギ ・ヒ ツ ジ の 移牧、3＞ダム を利用 した簡易 の 灌漑農耕 、の 三者 が併用 され て い た と考 えら

れ る。

出土遺物 ：　 出土遺物 の 大半は 、 ナ ヴ ィ フ ォ
ー

ム 石核 ・石 刃技術を基盤 とする フ リン ト製の 打製石 器で ある。

原 材 と して の 角礫 （chullks ）、石 核 （cores ）、剥片 （flakes）、道具素材 （tool　blankS）、道 具 （tools）な ど が す

べ て揃 っ て お り、 集落内 で の
一

貫 した石器製作が窺える 。 道具類で 特徴的な の は、ビ ブ ロ ス 型お よび ア ム ク

型 の 尖頭器で あ る。こ の 他、鎌刃 、抉入 ・鋸歯状石 器 （n ・tchesldenticulates）、彫器 （bu血 s ＞錐 （drills）、削

器 ・掻器 （scrap 。rs ）、
ハ ン マ ース トーン な ども、多 く出土 し た 。 打製石 器 類に続 くの が 、石 臼

・磨石な どの

磨製石 器で あ る。石 臼 に は 石 灰岩製 とフ リン ト製の 二種が あ っ たが、後者は 玄武岩 の 乏 し い 沙漠地帯に 特徴

的な遺物で あ る。柱穴の 台座も、壁材 へ の 転用 例を含め て 、多数出土 した。 こ の 他 、錐 、針 、箆な どの 骨角

器 も、少数出± し た。また、広域の 交易関係を示 唆する各種の 貝製 ビーズ、砂 岩製の 砥石 、水 晶や マ ラカ イ

トな どの 未加 工 鉱物 片もあ っ た。こ の ほ か で 興 味を引い た の が石 灰岩製 の ゲーム 盤 で 、ベ イ ダ遺跡 （Beidha）

の 出土例 と同様に、6 穴 と 8 穴 の 2 型式があ っ た。集落 か ら多数 出土 して い る未加 工 の 瑪瑙 円礫 （直径約 1−

2cm ）な ど が 、駒 と し て 用 い られ た の で あろ う。穴 の 数や配置 か ら見 て、マ ン カ ラ に 似 た盤 上遊技 と思われ

る。礫沙漠 の 中の 小型集落で こ の よ うなゲーム が楽しまれて い た の は、まっ た くの 予想外 で あっ た 。

4．　 ワ デ ィ
・ア ブ ・ト レイ ハ 1号 ダ厶

　ワデ ィ
・アブ ・トレ イ ハ の PPNB 出先集落の 周辺では、計 3 件 の 、性 質 の 異な るダ ム が確認 された （図 4．7）。

上 流 か ら順 に 1 号〜3 号ダ ム と命名 し、発掘 し た
。

鯉 藍造 ：

　1 号ダ ム （WAT −BRI ＝ Wadi 　Abu 　Tulayha　Barrage　 1） は 、　 PPNB 出先集落の 南約 50−70　m を東流す る小 さな ワ

ディ に架かる V 字型 の 石垣遺構 で、全長約 120m × 幅約 0．3−1．5m × 高 さ約 0，2−0．5m の 規模 を有す る （図 5）。

建材には 30−50cm 大 の 石灰岩 ・
フ リン トが用 い られて い たが、そ の うち の

一部は部分的に加 工 され て い た。

壁面 の 内外 に計 6 箇所 の 発掘区を設 けて 調査 した。

　下流 の 壁面収束部分 に設けた発掘 区 Area　A で は、2 列 （約 05 −15　m ） × 2−5 段 （0，3−0．6　m ） の 堅牢な 石積

み壁 が 検 出され た。その 堅 牢 さは、こ の 部分 に最大 の 水圧 が か か る こ とを示 し て い る 。 注 目すべ き は 、 中核

部分に お ける壁面 の 「膨 らみ ゴ とそ の 南側 に 見 られ る決壊 の 痕跡で ある。前者 は水圧に対す る
一

層 の 備 えで

あ り、後者 の そ の 余波 と考 え られ る。 「膨 らみ 」 部分 の 最前列 には全石列 の 中 で も最大級 の 石 が用 い られ て
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お り、最後列 は立石構造になっ て い た。両者の 中間に は 、粘土 と礫が固 く詰められ て い た。なお 、最前列 の

石 列上段 か ら、両側に抉 りの あ る大型 の 石錘 が 出土 した。ま た 、「膨 らみ 」 部分 の 西約 2m の 地点 で は 、イ

ス ラーム 式 の 土坑墓が確認 された e その 周辺 か らク
ー

フ ィ
ー体文字の 刻まれ た墓碑や赤色彩文土器が 出土 し

た の で 、こ の 土坑墓 は ウマ イ ヤ朝な い しは そ の 直後 の も の と思われ る。層位的 に も、ダム の 構築 面 よ り 2 層

分 （約 20cm ）高い こ とが確認 された。

　一
方、ダム の 南北両翼 に 設け た Area　B 、　 Area　C の 発 掘で は 、1 列 （O．2−O．3　m ） × 1 段 （e．2−O．3　m ） の 、簡

素な石列 が検 出 され た。 こ れは、こ の 部分に か か る水圧が 小 さい こ とを意味 して い る。こ うし た簡素な 石 列

へ の移行は 、AreaA の 西端部分で すで に萌芽 して い る。

　こ の ほ か 、ダム 本体と PPM3 出先集落との 間に二 つ の 小発掘区 （Area　D と Area　E） を設 けて、両者の 層

位 的対応を追跡 し た。そ の 結果、両者が層位的 に ほ ぼ一
致す る こ とが確認 され た。また、ダム の 集水部分に

設 けた Area　F では、白色で 堅 い ケイ藻質の 土壌 （九州大学、鹿島薫の分析に よ る）が、最低で も 05　m 以上

堆積 して い る こ とが 判 明 した。ケ イ藻の 出 現 時期が ダ ム の 構 築 面 と層位 的 に
一

致す る こ とも確 か められた。

迦 生 代 ：

　 こ の ダム は隣接 の 出先集落と 同時期、す な わ ち PPNB の 後期に位置づ けられ る。根拠 の 第
一

は、　Area　D ，　E

で確認 された両者 間 の 層位 的一致である。ちなみ に 、石材の 好み （20−30cm 大の 石 灰岩板石 ）や、加 工 法 （主

な露 出面だけ を荒く打ち欠 く加 工 法）、積み方 （下段 を長手積み 、最上段を小 口 積み〉 も、両者の 間で 共通

して い た。こ の 年 代観 を別 の 角度か ら補足す るの が 、ダム の 建材 に 刻 ま れ た ヒ ス マ 文字碑文の 存在で あ る （慶

応大学 、徳永里沙の 判読に よ る）。こ れ らの 碑文 は 、建材の 露出面だ け に 刻 まれ て い た。よっ て 、ダ ム が ヒ

ス マ 文 字 の 流布以前 、す な わち紀元 前 の 時代 に ま で 遡 る こ とは 明 らか で あ る。同様 の こ とは 、先述 し た ウマ

イ ヤ朝土坑墓 と の 層位的な上下 関係か らも言え る 。 ダム の 築造年代がイ ス ラ
ー

ム を遙か に遡る こ とは、確 実

で あ る。

　遺物で は、ナ ヴィ フ ォ
ーム 石 核 ・石 刃 （PPNB の 指標遺物 ） の 出土が証拠 となる。しか しそ の 量 が少 な い

の で、決定的 とは言えない 。それ よ りも重要 な の は、ダム 東端 の 膨 らみ 」 部 分か ら出土 した抉入 石錘であ

る （図 6： 2）。こ れ と同様 の 石 製品 は 、 隣接の PPNB 出先集落 か らも多数 出土 して い る （図 6： 1＞。よ っ て、

両者 間の 関係 は明 らか で ある。なお、こ の 種 の 大型 石製品 をダム の 中核部に 組 み込 ん だ の は、ダム の 安寧を

願 う儀礼の た め と思われ る 。 後述する よ うに 、
こ れ と 同 じ も の は ワ デ ィ

・ル ウェ イ シ ッ ドの 1 号 、2 号ダ ム

か らも出土 して い る （図 6； 3，4）。これ らに共通 して言える の は、ダム 1 件につ き常に 1 点だけが出土 し、

し か もそ の 出土位置 が決 ま っ て 壁 面 中核部前列 で あ るこ と、ま た集落出 土 の 実用品 に 比 べ て 非常に 大型 化 し

て い る こ と、で あ る 。 こ うした特徴か ら、 こ の 遺物が儀礼的性格 を持 つ こ とが分か る。

　以 上 の こ と か ら、こ の ダ ム が隣接 の PPNB 出先集落 と同時期 で ある こ とは ほ ぼ確実 で あろ う。事実、こ の

ダ ム の 周囲約 20−30  の範囲には 、 どの よ うな時代 の 集落遺跡 も確認 され て い ない 。 こ の ダム を構築 ・利用

し得 る集団は 、隣接 の PPNB 出先集落だけな の である。なお、年代測定用 の 炭化物は収集で きな か っ た 。し

か しダ ム の 内側で 火 をた くこ とは稀 で あろ うか ら、こ れ は やむ を得 な い 。

迦 機能 ：

　 こ の 遺構 が ダム で ある こ とは 明 らか で あ ろ う。
ワ デ ィ を跨 ぐ立 地 、

上 流 に 向か っ て 開 口 す る V 字型 の プ
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図 5 ワ デ ィ
・ア ブ ・トレ イ ハ ェ 号ダム 全景 （南東 か ら〉

Fig．5General　View 　of 　Wadi 　Abu 了ulayha 　8arrage ユ（from　SE）．
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ラ ン 、等高線に 沿っ て延び る細長い 石 列、下流に向か うに連れ て 徐 々 に堅 牢化する構造、最下流部に設 け ら

れ た 「膨 らみ 」 構造 とそ の傍 らに 見 られ る決壊の 痕跡、炉や竈の 欠如 、遺物 の 希薄さ 一一一こ れ らはすべ て 、

こ の 石 垣遺構 がダ ム と して機能 した こ と の 証 左 で あ る 。 こ の ほ か 、石列 の 下場が下流 に向か っ て 徐 々 に 下が

っ て い くの に対 して 、そ の 上場だけは ほ ぼ一定に保 たれて い る こ と、遺構 の 内部に 小型 の カ ア （qa
’
） が形

成 され て い る こ と も 、 重要な傍証 となろ う。

　 しか し一
口 にダム と言 っ て も、貯水用、灌漑用、防災用、多 目的用 と、そ の 用途 は様 々 で ある。で は、こ

の ダム は何を意図 して 構築 された の か。これ を解く鍵 の
一

つ が
、 特異な立地条件で ある。深 く切 り込ん だ 、

季節的貯水量 の 多い 、よ り大型 の ワデ ィ が周 囲に多数あ るに もか か わらず、こ の ダム はわ ざわ ざ小 さな支流

を選 ん で 構築 され て い る。し か も、開析 が進 んだ下流部分に で はなく、そ の 圭 流 の 平坦地 に 意図 して 築造 さ

れ て い る 。 ジ ャ フル 盆地 に おけ る年平均降水量 （50   以下）と年平糠 散量 （4000   以上） の 格差を考

え る と、そ の よ うな平 坦 地に築造 され た広 くて浅い ダム が貯水用 だ っ た とは思 えな い 。隣接 の PPNB 出先集

落の 利用が 蒸散量 の 大きい 賽 か ら初夏 にか けて の時期に集 中し て い た とすれ ば、なお さ らで あ る。事実、同

じ ワ デ ィ の 下流に は 、明 らか に 貯水用 と思わ れ る 小 型 ダ ム （WAT −BR2 ＆ 3＞ が 併設 され て い る の で 、それ と

の対比 の 意味か らも、こ の ダム の 目的は別 の と こ ろ に求め るべ きであろ う。

　そ こ で 重要になる の が、隣接す る PPNB 出先集落の 存在 で ある。こ の 集落 か らは鎌刃や石 臼 な ど、農耕に

関連 し た 遺物 が多数 出土 して い る 。 また 、オ オ ム ギ （？）を含む各種植物 の 炭化種子 も遺構床面 か ら検出 さ

れ て い る。問題 はそ の耕作地 で あ る が、降縄 50   に橘 たな い こ の ジ ャ フ ノレ 盆地 で
、 天水農耕は不可

能 と 思 わ れ る。当時 の 環境が現在 の そ れ よ りも多少湿潤 で あ っ た と仮定 し て も、天 水農耕 が 可能 な レ ベ ル に

まで 達 し て い た か ど うか は疑 問で ある。（事実 、こ の 盆地 に は こ の 遺跡以外 に PPNB の 集落 は確認 され て い

な い 。）だ とすれ ば、唯一
の 候補は ダム 内部 の 平 坦 地 で あ る。 こ の ダ ム が 平 坦 地 に意図 して 構築され 、広 く

て 浅 い 構造 を示 し て い るの は、貯留式灌漑 を 目的 と した か らで は ない だ ろ うか 。こ の ダム が貯水 目的 で な い

こ とは、透水性 の高 い 土地に 構築 され て い る こ とや、「膨 らみ 部分」 を除 い て 壁 面 に 詰め物が施 され て い な

い こ と （dry　walling ）な どの 点にも表れ て い る 。

5． ワ デ ィ
・ア ブ ・トレイ ハ 2、3号 ダム

　1 号ダ ム とあらゆる点で 対照的な の が、約 220 〜270m 下流に位置す る 2 号ダム （WAT −BR2 ）、3 号ダ ム

（WAT ．BR3 ） で あ る （図 7）。第
一

に、立 地条件 が 異 な る 。 1 号ダ ム が 上 流 の 平 坦 地に造 られ て い た の とは 対

照的 に、こ の 二 っ の ダ ム は よ り 下流 の 、開析 の 進 ん だ、狭 い 谷 間 に築造 され て い る。従 っ て、冠水面積 が小

さい （ただ し、単位面積当た り の 貯水量は よ り大き い 〉。 し か も、1 号ダ ム と は 異 な り、不透水 層で あ る 石

灰岩露頭の 上 に築か れ て い る。よ っ て、貯水 は容易 だが 、 耕作に は 向か ない。加えて、ダム 自体 の規模が小

さい 。2 号ダ ム は、長さ約 10mX 奥行き約 2−3　m 。3 号ダム は 、長 さ約 4−5　mX 奥行 き約 1．5　m の 規模で あ っ

た 。 構造的に も簡略で 、未加工 の 自然石を 1〜2 段分積み 上げ ただ けの 、ほ ぼ直線的な石垣 で あ っ た。こ の

二 っ の ダ ム が貯水目的で あっ た こ とは、明 らか で あ ろ う。 ダ ム の 全長に 比 べ て 壁面 が 厚 く、縁 辺 部に も比 較

的大型 の 石 が用 い られ て い る の は 、そ の た め と考え られ る。

　問題 は 1 号ダ ム との 同時代性で あ るが 、原位置 出土遺物 は皆 無 で あ っ た。そ こ で 唯一
の 手が か り とな る の
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図 7 ワ デ ィ
・ア ブ ・トレ イ ハ 1 〜 3 号 ダ ム （東 か ら）
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図 8 ワ デ ィ

・ル ウ ェ イ シ ッ ド
・ア ッ

・
シ ャ ル キ 2 号 ダム 全景 （南東か ら）
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が、3 号 ダム の 中央部に見 られ る 「膨 らみ構 造」 である （2 号ダム で は、岩盤 自体が 中央 で 膨 らん で い た）。

こ れ は 、 1 号ダ ム の 中核部分で 見 た の と同 じ工 夫で あ る。違 い があ る とすれ ば、そ の 配 置 で あ ろ う。1 号 ダ

ム で は こ の 「膨 らみ構造」 を壁 面本体の 内側に配置 して い た の に対 して 、3 号ダム で は 外側に置い て い る。

しか し、全体 の 構造 ・技 法 が 両 者 に 共通 し て い る こ と は 明 ら か で あ ろ う。 こ の こ と か ら、両者 は ほ ぼ同時期

と仮定で きる。同 じ ワ デ ィ の 上流と 下流に 、そ れ ぞれ の 地形に応 じ た 、おそ らくは別 の 機 能 を持 つ ダム を造

り分けて い る こ とも、3 者 の 同時代性を逆に裏付けてい るよ うに思われ る。

6．ワ デ ィ
・ル ウ ェ イ シ ッ ド 1、2号 ダム

　ワディ
・ア ブ ・トレ イハ の調査 終了後、ダ ム の構造 ・年代を再確認する ため に 、同遺跡の北西約 6   に

位置する ワ デ ィ
・

ル ウ ェ イ シ ッ ドの 調査 を急遽、追加実施 し た。こ の 遺跡 で は、2 件 の ダム遺構 が確認 され

た。

　1 号ダ ム は 、ワ デ ィ 上流に向か っ て 軽く内湾 した全長約 20m の 小型ダム で 、1 列 ・1 殺 分 の 石灰岩 立 石 列

（幅約 10−20c 皿 × 高さ約 30 −SO　cm ）で 構成されて い た。崩落石 が 少 ない の で、当初か らこ の 形態 で あっ た と

考え られ る。ま っ た くの 平 坦 地 に 設 けられ て い るの で、小型 とは い え、や は り貯 留式灌漑用 の ダ ム と考 え ら

れ る。そ の こ と は 、石 列 の 随所 に 隙 間 が あ る こ と、に もか か わ らず 上 流 に 小型 の カ ア （qa
’
〉 が形成 され て

い る こ とか らも裏付けられ る。

　2 号ダ ム は、1 号ダム の 下流約 150m の 、わ ず か に 開析 の 進 ん だ 部分に位置 して い る 。 （ただ し、こ の 開析

は ダム の 決壊に一部起因す るもの と思われる。）全長約 70m の 中規模 ダム で 、左翼 は上流 に向 か っ て 大 きく

内彎 して い た （図 8）。全体に保存が悪 く、しか も壁 面中央付近 に決壊 の 痕跡 があっ たた め 、半ば倒壊 し た

状態 の ま ま で 掘 り上 げた 。そ の 結果 、中核部分は 1−2m 幅 の 堅 牢な擁壁構 造にな っ て い る こ と 、 縁辺部は 1

列 1 段積み の 簡単な 石 列で あ る こ と、などが判明した。規模お よ び 地形の 点か ら見 て 、やは り貯留式灌漑用

の ダム と思われ る。

　なお、こ の 二 つ の ダム か らは 、ワ デ ィ
・ア ブ ・トレ イ ハ の PPNB 出先集落お よ び 1 号 ダム か ら出土 した の

と同様 の 大型抉入 石 錘が 1 点ず つ 出土 し た （図 6： 3，4＞。特 に 2 号 ダ ム の 出土 例 は、コ ン テ キ ス ト （壁 面中

核部前列か ら出土） の 点 で も、ワ デ ィ
・ア ブ ・トレ イハ 1 号 ダ ム の 出±例 と共通 し て い る 。 よ っ て 、両者の

同時代性 は 明 らか で あ ろ う。こ れ を さらに補強す る の が、2 号 ダ ム 中核部分 に 認 め られ る 「膨 ら み 構 造 」 の

痕跡 で ある 。 保存状態が悪 い ため確実 とは言 えない が 、 こ れ は 、 ワ デ ィ
・ア ブ ・トレ イハ 1 号 ・3 号ダム で

見た の と基本的に同 じで あろ う。以上 の こ とか ら、こ の 遺跡 の ダ ム 群は ワ デ ィ
・ア ブ ・トレ イ ハ の そ れ とほ

ぼ同時期 と見 なし得るで あろ う。 なお、2 号ダム 壁面中核部分に接 して 1 基の 炉 が検出され、炭化物が回収

され たが、年代測定 の 結果 はまだ出て い な い 。

　と こ ろ で 、
こ の 2 件 の ダ ム 遺構 に は集落 が 伴 っ て い なか っ た 。 しか し 、 ワ デ ィ

・ア ブ ・ト レ イ ハ の PPNB

出先集落か ら約 6   （徒歩 で 1 時間弱） の 距離にある こ と、周囲に は それ以外の 集落遺跡がない こ となど

か ら、ワ デ ィ
・ア ブ ・トレ イ ハ と同

一
の 集団 が 利用 して い た も の と思われ る。集落 か らやや雕 れ た 位置 に こ

の よ うなダ ム 群が構築 された の は 、 貯留式灌漑に適 した ワ デ ィ （すなわ ち 、 あ る程度の季節的流水量を持ち

な が ら も、水流を コ ン トロ
ー

ル しやすい 規模 の ワデ ィ、し か も平 坦 地 に あ っ て 広 い 面積 を冠水 し得 る ワ デ ィ ）
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が 、意外 に少 ない か らで あろ う。両遺跡 の ダム 群 が い ずれ も ワデ ィ の 本流 に で はなく、そ の 支流添 い の 平坦

地 に 立地 して い る の も、ま さに そ の ため と考え られ る。

7、　 まと め

　一連 の 調査によ っ て、1） ヨ ル ダ ン 南部ジ ャ フ ル 盆地 の 礫沙漠 中に、PPNB の 移牧春営地が営まれ て い た

こ と、2）そ こ で は、狩猟 ・移牧 に加え て、ダム を利用 し た貯 留式灌漑農耕 が行われ て い た こ と、3） の み な

らず 、 こ の 春営地 をやや離れた揚所にも同様 の 施設が設 け られ て い た こ と、 が判 明 した。こ の うち 1） は 、

遊牧 の 起源 に 迫 る 重 要 な発見 で あ る。2） と 3）も、西 ア ジ ア 農業史 の 枠組 み を根 本か ら書き換え る新事実

で ある 。 それだけ に 、 二 つ の 遺跡の 年代は 慎重 か つ 正確に 定 め られねば ならない 。 測定装置の 故障 で 今回 の

報告 に は 間に 合わ なか っ たが、両遺跡 の 年代測 定結果が待ち望 まれ る。

（謝辞）今回の シ ン ポ ジ ウム に お招 き 頂い た 中村俊夫先生 （名古屋 大 学年代測定 総合研究セ ン ター
所長〉 に 、こ の 場 を
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16401015、研 究代 表 者 ：藤 井 純 夫 ）、お よび 文部 科 学省 に よる平 成 17年 度 科 学研 究 費 補助 金 （特 定領 域研 究、課 題 番 号 ：

17063004、 研究代表者 ：藤井純 夫） に よ る調査成果 の
一
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An  Agro-pastoral Outpost and  Barrage System at Wadi  Abu  Tulayha, Southern Jordan

Sumio  FUnl

 Faculty of Letters, Kariazawa University

Kakuma-machi,Kanazawa,920-1192.Japan

 E-mai1:ftijii@kenroku,kanazawa-u,acjp

Shrmmatly: This paper discusses the date of  an  agro-pastoral  outpost  and  barrage system  recently

fbund at Wadi  Abu  Tulayha, a  small  composite  site  in the  northwestern  part of  the al-Jafr basin,

southern  Jordan. Excavated evidence,  including the predominance of  Amuq  type points and  the

construction  of  semi-subterranean  rectangular  structures,  suggests  that both of  these can  be dated to

the final phase of  the Pre-Pottery Neolithic B  or b.c. 6,500 - 6,OOO. Given this, the finding would

enable  us  to discuss the origin  of  inigation agriculture  as  well  as  pastoral nomadism  in the Near

East tracing back as far as to their very  beginning, Ayailable evidence  suggests  that short-range

transhumance  intervened between sedentary  herding in the PPNB  period and  pastoral nomadism  in

the Late Neolithic period, and  that  small-scalebasin  irrigation based on  stone-built  simple  barrages

had already  been established  at the destination of  transhumance,  in advance  of  the invasion of

Neolithic famiers into alluvial  plains during the  post-PPNB horizon. C-14 dating now  in progress

woulcl  hopefu11y corroborate  this perspective.
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